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第 422回 例会 

2022年 11月 2日 13:00～ 

■司 会 坂口忠正 例会・出席・親睦委員 

■斉 唱 君が代、奉仕の理想 

■出席報告 出席者数 18 名 / 27 名 

 出 席 率 66.6 % 

■ゲ ス ト  

■ビジター  

ニコボックス 

〇 島村恵三 会長 

生田さん、本日の卓話宜しくお願い致します。

楽しみにしております。 

〇 加藤正広 幹事 

先週のガバナー公式訪問が無事終了致しまし

た。島村会長挨拶、珍しく上がられたのかやら

かしてしまいました。 

〇 安井忠 ロータリー財団委員長 

ハロウィンって何？ イテウォン悲しいです。 

7月度 誕生日お祝い 

11日 山田 智博さん 30日 伊藤 善子さん 

会 長 挨 拶 

皆さん、こんにちは。11月最初

の例会です。今月はロータリー財

団月間です。第 3 週の例会には、

地区ロータリー財団補助金委員

会の柴田さんにお越し頂く予定

です。皆さんは、毎年 150 ドルを

財団へ寄付しているのをご存知

でしょうか？毎年、皆さんの会費

から寄付をしておりますので、認

識がないかもしれませんが、よく

覚えておいて下さい。そして来年度から地区補助金に

おける「クラブ拠出金」ルールが改定されます。今のとこ

ろ、当クラブでは、地区の補助金事業をする予定はあり

ませんが、今後事業をする場合、大切な事であります

ので、よく覚えておいて下さい。 

さて、先週のガバナー公式訪問例会、多数の参加を

頂きありがとうございました。そして、11 月 12 日、13 日

には地区大会が開催されます。理事、役員、そして新

入会員の皆様の参加、宜しくお願いします。ガバナー

公式訪問例会の前に、北ロータリーさんと葵ロータリー

さんとアイリスでの、ガバナーを囲んでの会長、幹事懇

談会がございました。大変貴重な時間であり参考になり

ました。その中で、なかなか次年度の役員が決まらず、

苦慮しているケースがあります。例えば地区の補助金

事業をする為には、単年度ではなく、2～3 年のスパン

で計画しなければなりません。その為にも、早めの組閣、

人事をする必要があるのですが、控えめなメンバーが

多い為、なかなか引き受けてくれるメンバーがおらず、

毎年、苦心しているのが現状です。 

ガバナーからは、「会長が楽しんでロータリー活動を

して下さい。“大変”という言葉を使わない」と助言を頂

きました。会長を始め、役員がロータリーを楽しんで活

動すれば、他のメンバーにも波及効果が生じ、クラブの

活性化に繋がります。本年度の基本方針である「ちょっ

と無理して一歩を踏み出し」は、クラブの理事、役員を

ちょっと無理して受けることにより、今まで以上にロータ

リーを楽しめることです。皆さん、積極的にロータリー活

動に取り組んで頂ければと思います。 

委員会報告 

荒山例会運営委員長より年末家族例会の出席案内

がありました。また１１月１６日の例会にて１０周年式典

及び祝賀会についての説明と会員への協力依頼につ

いて卓話があるとの事です。 

卓話 

演題：初対面の相手の心を一瞬で開く方法 

卓話者：生田瀬津子会員 

 

生田会員のご経歴や事業内容

についての説明にはじまり、著書

の「初対面の相手の心を一瞬で

開く方法」を題材にして分かりや

すくご説明を頂きました。 

また、生田会員のニューヨーク

時代のお話も興味深いものがあり

ました。9.11 のテロ事件の実体験

もお話頂き,ニュースや記事の報

道とは違う現場の生々しい様子も知ることができました。

生田会員、ありがとうございました。 

 

 


